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顎口腔疾患制御外科学への統合にあたって 顎口腔疾患制御外科学教授 南雲正男 
 

本年４月１日より歯学部臨床講座が改組され，旧第一口腔外科と旧第二口腔

外科（講座名，診療科名とも同一名称）が統合し，講座名を顎口腔疾患制御

外科学，診療科名を口腔外科と改称しました。以前より第一，第二口腔外科

という講座・診療科の違いが判然としないこと，両科の診療内容に明確な区

別がないなどについて患者さんや病院内外からもご批判のあったところです

が，一応これで顎口腔領域に生じる疾患の病態，原因，治療を研究する講座

で，それらの疾患を外科的に治療する診療科ということが明確になったもの

と考えます。 

学問体系では歯学は医学の一部ですが，これまで我が国では医学，歯科医学の教育および医業は二元論の上

にたって別々に行われてきました。すなわち，口腔外科は医業と歯科医業の境界領域に位置しますが，その教

育および医業は主として歯学部の中で行われてきました。そして，二元論を背景に口腔外科は歯学のなかで学

問体系が古くから確立されている，専門性が高い，現在のところ歯科のなかで唯一専門医となれるなどから，

２講座にもかかわらずそれぞれが独自に大きな講座・診療科になってきたわけであります。従って，統合には

いろいろな問題点があります。しかし，超高齢社会での歯科医療，特に顎口腔疾患の集学的治療には医科との

連携が必須で，その際１つの診療科の方が医科と連携がスムースに行くなど多くの利点があります。 

これまでの両教室で行ってきた研究，診療の実績を財産として，新しいそして魅力ある顎口腔疾患制御外科

学教室を作り上げるとともに，口腔外科という診療科がより患者さんから認知され，信頼して顎口腔疾患の治

療を任されよう努力していきたいと考えております。ぜひ教職員の皆様のご支援，ご協力をお願いいたします。 

報道された歯学部 広報委員長 佐藤裕二 

・ 川和忠治病院長 NHKﾗｼﾞｵ ｢くらしの電話相談｣,13:50から(5/24,7/13,8/30,10/12,11/30,1/27,2/28) 
http://www.nhk.or.jp/radiodir/hot/denwa.html 

・ 向井美惠教授 日本経済新聞夕刊(6/3) 歯とお口から始まるすこやか親子の健康生活 
http://www.matsukiyo-care.com/seminar/index.html 

・ 富士吉田校舎寮祭でレンタル食器で環境保護に一役 読売新聞，朝日新聞，山梨日々新聞(6/5) 

・ 南雲正男教授 家庭で役立つ医学「口の中にできる白いかいよう」 陸奥新報・釧路新聞・民報など(3/17-5/5） 

学会開催  

・ 第９回成育歯科医療研究会大会：8月4-5日，旗の台キャンパス：大会長：佐々龍二教授（小児成育歯科学教室） 

教授会が３００回を迎えました 
 学部長 宮崎 隆 

 歯学部の設立以来，教授会は歯学部の発展

のために数多くの論議を尽くしてきました

が，ここに第300回を迎えることができま

した。引き続き，本歯学部の発展のために粉

骨砕身努力する所存ですので，職員の皆様の

お力添えを宜しくお願い申し上げます。 
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平成１６年度歯科病院公開講座 （６月１９日） 公開講座委員会 佐藤裕二 
 

 メインテーマを「暮らしと健康 －お口の健康－」として，川和病院

長の挨拶の後，久光副院長の司会のもと，44名(男性 8名，女性36名)

の参加者を集めて開催されました。 

 講演後に多くの質疑応答が行われました。その後，３階の総合診療室

で，19名の希望者に対して口腔清掃を行った。参加者のアンケートの 

結果はとても好評でした。 

 

 

 

 

佐藤裕二（高齢者歯科学教授） 日山邦枝（歯科衛生士長） 

  失われた歯と健康を取り戻す  お口の健康と予防  

平成１７年度入試日程 学部長 宮崎 隆 

 平成17年度入試が下記の日程で行われます。今年度の大きな変更点として，センター試験・選抜Ⅰ期試験

の試験会場が，大阪にも新設されます。関西方面からの歯学部の受験生はまだまだ少ないのが現状で，大阪で

の試験会場の設置をてこに，昭和大学歯学部の関西での知名度アップを図っていきたいと考えております。こ

れに伴い，募集人員はセンター試験が昨年の3名から10名に増え，選抜Ⅰ期は55名から53名に変更になり

ました。一方，出題方式は昨年度のマークシート方式から，従来の記述式に戻ります。また，推薦入試でも変

更点があり，昨年度編入学試験に導入された基礎学力テストが実施されることになりました。試験科目は英

語・数学・理科（物理・化学・生物から1科目選択）の合計3科目で，試験時間は2時間です。募集人員は昨

年の30名から25名になっています。選抜Ⅱ期については，昨年と同様に行われます。 

 6月から高校訪問や昭和大学説明会などの広報活動が始まっています。今年も歯学部入試につきまして，ご

協力をよろしくお願い申し上げます。 

試験 募集人員 出願期間 試験日 合格発表 

推薦 25名 H16.11. 1 －11.10 H16.11.14(日) H16.11.17(水)

編入 若干名 H16.11. 1 －11.10 H16.11.14(日) H16.11.17(水)

センター 10名 H17. 1. 4 － 1.22 H17. 1.15(土),16(日),H17. 1.29(土) H17. 2. 4(金)

選抜Ⅰ期 53名 H17. 1. 4 － 1.22 H17. 1.29(土) H17. 1.31(月)

選抜Ⅱ期 8名 H17. 2. 14 － 3.1 H17. 3. 6(日) H17. 3. 8(火)
 

昭和大学受験説明会 ６月18日14:00 入試広報委員長 山田庄司 

 1号館7階講堂にて高等学校と予備校の進路指導担当教諭を対象とした，昭和大学説明会が行われました。

参加者は約40名で，その内4名がおもに歯学部の説明を聞くための参加でした。学長の挨拶につづき，4学

部から，平成16年度入学試験と各学部の特徴の説明が行われました。 

 15:30から各学部別に分かれて旗の台の施設見学が行われた。 

歯学部の見学コースは「マルチメディア・情報教育施設」→「歯科理工実習室」でした。 

 16:00からは入院棟17階レストランで，懇親会および各学部のブースでの個別説明会が行われました。懇親

会には参加校を卒業した在学生にも参加してもらい，高等学校の先生との懇談が行われました。歯学部の在

学生は都合が悪く，参加できなかったため，教え子との懇談を楽しみにしていた先生は少し寂しそうでした。 

D6および他大学卒業予定者の進路説明会  学部長 宮崎 隆 
 再来年度の卒後研修必修化をふまえて，来年度から研修医制度が大きく変わります。大学院も社会人特別選

抜を開設致します。そこで，７月23日17:30（予定）に研修医と大学院の説明会を歯科病院で行います。 
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各講座の海外交流の紹介 口腔解剖学講座教授 中村雅典 

 本教室講師の中島がオーストラリアアデレード大学に留学し，その流れを基盤として，講師の近藤が昨年ア

デレード大学タウンゼント教授との共同研究のため，３ヶ月出張しました。本年も８月から継続している研究

のために出張予定です。タウンゼント教授はご存じの通りアデレード大学におけるPBL教育のHeadであり，

我々の教室だけでなく，昭和大学歯学部にとっても重要人物と言えます。助手の野中は平成１３年から２年間

アメリカセントルイス大学医学部バンクス教授の所に留学し，脳血液関門の機能について研究を行ってきまし

た。現在も引き続き留学中に得たデータの解析，論文作成に取り組んでいます。 

 本年は８月に京都で開催される国際解剖学会へのバンクス教授来日，並びに日本歯科医学会総

会出席のためタウンゼント教授が来日されることから，教室員個々の研鑽は勿論，昭和大学歯学

部の発展に実り大き年になることを期待しています。 

PBL（問題解決型学習）を3年生に施行 PBL委員長 中村雅典 

 歯学部３年生に４月から始まった顎口腔顔面の発生・構造・機能という教科のなか
で，PBLを行いました。この学年は２年次にも口腔の生態系，う蝕の基礎というユニ
ットの中でPBLを経験してきていることから，かなりスムーズに進行することができ
ました。PBL委員会も３回目の経験であり，各委員の多大なる努力により，シナリオ，
ガイド，リソースなどPBL実施のために大分質の高いものを用意することができるよ
うになったと思っています。 

 これまでのPBLに対して，学生の８割から９割は学生同士によるディスカッション，また，問題抽出，解
決に至るものの考え方の必要性・重要性を理解してくれているようです。この教育方法は単に知識を習得する
だけでなく，生涯を通して学習する姿勢・方法を身に付けることが目的であり，今後一層の学生の奮起と教職
員のPBLチュートリアル教育に対する理解を期待しています。 

 なお，これまでのPBLチュートリアルに関して，７月に開催される歯科医学教育学会で，報告する予定で
おります（http://wwwsoc.nii.ac.jp/jdea）。 

研修医募集 総合診療室長 久光 久 

 出身大学を問わず，臨床に対する熱意のある方の応募をお待ちしております。平成１６年度の院内改修工事

により臨床研修医のための施設（医局，技工室，カンファレンスルーム，更衣室，ロッカールームなど）が整

備され，平成１７年度からは研修医は病院長所属となります（７月23日に説明会開催予定）。 

 現在，科長の選考を行っておりますが，科長が決まると，総合診療室が総合診療歯科となり，平成17年度

からは専任のスタッフと臨床経験豊富な非常勤の客員教授が指導に当たります。また現在40ある従たる施設

（協力型臨床研修施設）で４ヶ月間の研修を行うことができます。 

 歯科病院のホームページに臨床研修医募集のページがあります(http://www.senzoku.showa-u.ac.jp)。 

募集予定人数：60名    出願締切日：平成17年２月21日 

応募資格：原則として平成17年４月歯科医師免許取得見込みの者 

出願書類：履歴書，身上書，卒業証書あるいは卒業見込み証明書，健康診断書 

選考方法：面接および筆記試験（平成17年３月２日） 

臨床研修開始月日：平成17年４月１日予定 

応募連絡・資料請求：歯科病院管理課:03-3787-1151 E-mail:kenshui@senzoku.showa-u.ac.jp 

歯学研究科社会人特別選抜開設  大学院運営委員会委員長 立川哲彦 
 

 試験日 出願期間 合格発表 入学手続 入学辞退締切 

Ⅰ

期 

平成16年 

9月25日(土) 

平成16年7月12日 

～９月10日 

平成16年 

10月21日(木)正午 

平成16年10月22日 

～10月29日 

平成16年 

10月26日(金) 

Ⅱ

期 

平成17年 

2月19日(土) 

平成17年1月 ６日 

～ 2月10日 

平成17 

年 3月 9日(木)正午

平成17年 3月10日 

～ 3月17日 

平成17 

年 3月31日(木)

 従来の一般選抜の他に，社会人特別選抜が設定されました。これは社会人（研修医を含む）が夜間，土曜日，

夏休みに教育を受け，学位取得を目指すものです。詳細につきましては募集要項をご覧になるか，7月23日

の説明会にご参加ください。語学試験も併催されます。詳細につきましては，教務部にお問い合わせください。 
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新実習室紹介  学部長 宮崎 隆 

 歯学部における平成 15 年度最大のプロジェクトであった実習室改修工事も

無事完了し、この4月から第4学年の保存修復学実習、冠橋義歯学実習が、こ

の新装なった実習室で始まりました。また、新カリキュラムに切り替わった第

3学年でも、これまで第2学年で行なっていた歯型彫刻実習と第3学年の歯科

理工学実習を統合した、歯科材料・技術の基礎実習が同時進行しております。

この実習室では、これまで歯科病院で行なってきた基礎実習が、そっくりその

まま実施できることに加え、各机に超音波スケーラーや液晶モニター、或いは、

ネットワーク用ソケットを装備するなど、設備面で最新の機器を導入すること

ができました。また、背中合わせで座った場合の間隔を、これまでより10cm

以上広げることで、より快適な実習空間になったと思います。 

 現在までに歯科病院から実習器材の移動が済んでいるのは、保存科と補綴科

の一部だけで、これから本格的な移動が始まると思いますが、是非、快適な実

習が行なえる環境を維持するためにも、器材の整理などご協力いただけますよ

う宜しくお願致します。 

診療統計(平成16年5月分） 歯科病院長 川和忠治 
 
区分 患者数 1日平均 前月1日平均 前年同月1日平均 
外来患者延数  14,204  676.4  678.8  687.3 

新患延数  1,020  48.6  49.0  52.9 
 

昭和大学歯学研究者のためのワークショップ  ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ運営委員会委員長 佐藤裕二 

日時：平成16年8月19日(木)－21日(土) 

場所：東レ総合研修センター（静岡県三島市） 

内容：卒後臨床研修を見据えた臨床実習のあり方（アドバンスコース） 

企画講演：メディカル・サポート・コーチィング http://www.medical-life.info 

 講師：奥田弘美先生（ﾒﾃﾞｨｶﾙ&ﾗｲﾌｻﾎﾟｰﾄｺｰﾁ研究会代表，医師（精神科、緩和ケア）） 

 4大学交流も検討中 

教職員の声 広報委員長 佐藤裕二 
 

 数件のご意見・ご要望がでています。現在，学部長・病院長を中心に具体的な対応策を検討中です。  

教職員の皆様からの声をお待ちしております。sato@senzoku.showa-u.ac.jpまで。 

行事予定 
7月  ３日(土)：第24回昭和歯学会総会（旗の台4号館600号教室） 

7月  ９日(金)：夏季スポーツ大会壮行会 

7月 23日(金)：進路説明会（研修医・大学院）（歯科病院） 

7月 31日(土)：歯学部進学相談会（歯科病院） 

8月 19日(木)～21日(土)：歯学教育者のためのワークショップ（三島） 

９月  ４日(土)：歯学部進学相談会（歯科病院） 

９月 25日(土)：歯学研究科選抜試験（社会人特別選抜を含む）・語学試験 

 

次号は７月３１日発行予定です。記事をお寄せください。 


